
シ
ン
ク
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
社
長
（
千
葉
産
業
人
ク
ラ
ブ
）
　
　
　
重
田
　
龍
男
氏

環
境
配
慮
テ
ー
マ
に
開
発
イ
ン
キ
使
用
量
２
５
％
減
全
自
動
グ
ラ
ビ
ア
製
版
シ
ス
テ
ム

トップインタビュー

　
し
げ
た
・
た
つ
お
　
千
葉
高
等
職
業
訓
練
校
卒
。
光
村
原
色

版
印
刷
所
を
経
て

年

昭

に
シ
ン
ク
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

設
立
。
社
長
に
就
任
し
、
現
在
に
至
る
。

年
柏
商
工
会
議
所

副
会
頭
。
東
京
都
出
身
、

歳
。

　
千
葉
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
シ
ン

ク
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー

千
葉
県

柏
市
、
重
田
龍
男
社
長
、
０
４

・
７
１
４
３
・
６
７
６
０

は
、
全
自
動
グ
ラ
ビ
ア
製
版
シ

ス
テ
ム
の
設
計
製
造
販
売
が
主

力
事
業
で
、
国
内
外
市
場
で
高

い
評
価
を
得
て
い
る
。
重
田
社

長
は
２
０
１
３
年
ま
で
柏
商
工

会
議
所
の
副
会
頭
を
務
め
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
名
実
と
も
に

千
葉
県
柏
市
を
代
表
す
る
モ
ノ

づ
く
り
企
業
の
一
つ
だ
。
重
田

社
長
に
事
業
展
開
な
ど
に
つ
い

て
聞
い
た
。

森
崎
ま
き

◇

　
―
新
シ
ス
テ
ム
「
Ｎ
ｅ
ｗ
　

Ｆ
Ｘ
２
」
の
受
注
が
好
調
で
す

ね
。

　
「

時
間
全
自
動
で
食
品
パ

ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
の
軟
包
装
材
の

グ
ラ
ビ
ア
製
版
を
製
造
す
る
シ

ス
テ
ム
で
、
一
般
的
な
電
子
彫

刻
版
に
比
べ
て
約

％
の
イ
ン

キ
使
用
量
削
減
を
実
現
し
た
。

１
９
６
６
年
の
創
業
以
来
、
自

動
化
と
環
境
へ
の
配
慮
を
テ
ー

マ
に
開
発
を
続
け
て
い
る
。
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
お

り
、
新
興
国
を
中
心
に
受
注
が

伸
び
て
い
る
」

　
―

年
に
創
業

年
を
迎
え

ま
し
た
。

　
近
年
、売
上
高

億
円
前
後

で
推
移
し
て
い
る
。
シ
ス
テ
ム

販
売
、
シ
ス
テ
ム
に
用
い
る
薬

液
な
ど
の
消
耗
品
の
販
売
、
こ

の
ほ
か
の
レ
ン
タ
ル
や
電
子
材

料
用
事
業
な
ど
の
３
本
柱
で
展

開
し
て
き
た
。
一
つ
の
事
業
に

絞
り
込
ま
な
い
こ
と
に
よ
り
、

何
と
か
生
き
残
っ
て
き
た
」

　
―
中
で
も
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
は
。

　
「
研
究
開
発
だ
。
昔
も
今
も

営
業
員
は
い
な
い
。
営
業
部
を

置
く
と
売
上
高
の
う
ち

％
程

度
が
割
か
れ
る
。
な
ら
ば
こ
の

％
を
研
究
開
発
費
に
充
て
よ

う
と
、
新
技
術
開
発
、
設
備
や

人
材
、
外
部
連
携
な
ど
に
投
資

し
て
き
た
。
既
存
シ
ス
テ
ム
の

改
善
に
取
り
組
む
の
と
同
時

に
、
常
に

こ
の
シ
ス
テ
ム
を

不
要
に
す
る
技
術
は
何
だ
ろ
う

か

と
考
え
て
い
る
。
現
在
の

技
術
が
全
て
で
は
な
い
。
客
観

的
に
判
断
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
シ
ス
テ
ム
を
提
案
で
き
る
。

他
社
に
協
力
を
仰
い
だ
り
、
逆

に
お
手
伝
い
し
た
り
、
よ
い
関

係
を
保
ち
な
が
ら
、
こ
の
ス
タ

イ
ル
で
事
業
を
続
け
た
い
」

　
―
人
材
面
で
は
野
球
選
手
を

採
用
し
て
い
る
点
が
ユ
ニ
ー
ク

で
す
ね
。

　
「

年
４
月
に
柏
市
で
活
動

し
て
い
る
社
会
人
野
球
の
ク
ラ

ブ
チ
ー
ム

Ｙ
Ｂ
Ｃ
柏

か
ら

４
人
を
採
用
し
た
。
こ
れ
ま
で

ア
ス
リ
ー
ト
を
採
用
し
た
こ
と

は
な
か
っ
た
が
、
野
球
に
も
仕

事
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
職
場
の
雰
囲
気
が
活
性
化

し
た
。

年
４
月
も
こ
の
チ
ー

ム
か
ら
５
人
を
採
用
す
る
計
画

だ
。
地
元
に
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
が

あ
る
こ
と
で
地
域
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
た
め
、
チ
ー
ム
に
寄

付
も
し
て
い
る
」

相次いで新分野に参入東洋ドリル・菅野文夫社長　�

多
結
晶
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
工
具
の
加
工
現
場

　
埼
玉
県
草
加
市
で
超
硬
や
ハ
イ
ス
な

ど
の
各
種
ド
リ
ル
、
多
結
晶
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
工
具
の
製
造
販
売
を
手
が
け
て
い

る
。
１
９
７
１
年
の
創
業
以

来
、
複
合
切
削
工
具
の
先
駆

者
と
し
て
専
用
刃
具
の
研
究

開
発
に
取
り
組
ん
で
き
た
と

の
自
負
が
あ
る
。
現
在
は
自

動
車
の
ほ
か
、
航
空
機
、
カ

メ
ラ
や
時
計
、
計
測
器
と
い

っ
た
精
密
機
器
、
光
通
信
、

工
作
機
械
、
医
療
機
器
な
ど

の
国
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
製
品
を
提
供
し
て
い

る
。

　
特
殊
刃
具
メ
ー
カ
ー
と
し

て
顧
客
の
要
求
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
に

品
質
・
納
期
・

価
格

の
三
つ
の
条
件
を
常

に
念
頭
に
置
い
て
活
動
し
て

い
る
。
特
に
顧
客
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
納
期
を
守
る
こ
と
は

創
業
以
来
の
社
是
だ
。
商
売
、
技
術
な

ど
の
各
方
面
で
縁
が
で
き
、
人
と
の
出

会
い
に
恵
ま
れ
て
こ
そ
今
日
の
自
分
、

当
社
が
あ
る
。

　
新
規
顧
客
を
獲
得
す
る
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
参
入
し
て
き
た
。
例
え

ば
２
０
０
０
年
に
半
導
体
関
連
や
情
報

技
術

Ｉ
Ｔ

向
け
超
精
密
ピ
ン
部
品

の
供
給
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
工
具
メ
ー

カ
ー
の
蓄
積
を
生
か
し
て
新
分
野
に
進

出
し
た
。

　

年
に
は
多
結
晶
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
工

具
分
野
に
参
入
し
た
。
こ
の
分
野
の
製

品
は
外
注
を
通
じ
て

年
か

ら
取
り
扱
っ
て
い
た
が
、
実

際
に
自
社
で
手
が
け
て
の
参

入
と
い
う
意
味
で
は
後
発
組

だ
。
外
注
任
せ
に
し
て
い
て

は
納
期
と
品
質
の
課
題
を
解

消
で
き
な
い
と
判
断
し
、
顧

客
に
満
足
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
参
入
を
決
断
し
た
。

　
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
工
具
は
数

値
制
御
Ｎ
Ｃ
加
工
だ
け
で

は
な
く
、
顕
微
鏡
を
覗
き
な

が
ら
手
作
業
で
精
密
な
細
工

を
施
す
。
加
工
現
場
で
は
最

新
の
モ
ノ
づ
く
り
と
匠
の

た
く
み

技
を
駆
使
し
て
い
る
。現
在
、

販
売
は
苦
戦
し
て
い
る
が
、

こ
れ
か
ら
も
力
を
入
れ
る
。

　
近
年
、
特
殊
刃
物
業
界
は
な
か
な
か

新
製
品
が
出
に
く
い
の
が
実
情
だ
。
当

社
も
６
年
前
、
刃
部
に
立
方
晶
窒
化
ホ

ウ
素
Ｃ
Ｂ
Ｎ
を
使
用
し
た

高
硬
度
材
用
ボ
ー
ル
エ
ン
ド

ミ
ル
と
ラ
ジ
ア
ス
エ
ン
ド
ミ

ル
を
市
場
に
投
入
し
た
の
が

最
後
だ
。

　
し
か
し
、

年
に
コ
バ
ル

ト
を
使
わ
な
い
難
削
材
加
工

用
工
具
の
開
発
提
案
が
東
経

連
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
の

「
新
事
業
開
発
・
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
助
成
事
業
」
に
選
ば
れ

た
。
実
用
化
に
よ
り
、
既
存

の
超
硬
材
料
に
比
べ
て
毒
性

が
小
さ
く
、
さ
ら
に
高
い
硬

度
の
製
品
が
で
き
る
と
期
待

し
て
い
る
。
産
学
連
携
や
異

業
種
交
流
を
活
発
化
し
、
ユ

ニ
ー
ク
な
製
品
を
世
に
送
り

出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

全
３
回

１１－１２月の予定
　月

　

　◇ 日（火）新潟産業人クラブ
「 月の社長会『採用をきっかけ
に経営革新を！～採りたい気持ち
で企業を変える～』講師／江口勝
彦エンリージョン社長」（新潟市
中央区、新潟グランドホテル）
　◇ 日（水）名古屋産業人クラ
ブ「講演会『高収益企業へ～変化
にびくともしない　財務アタマ経
営』講師／西浦道明アタックスグ
ループ代表パートナー」（名古屋
市東区、日刊工業新聞社名古屋支
社）
　◇ 日（水）掛川産業人クラブ
「『いわた産業振興フェア』出
展」（静岡県磐田市、アミューズ
豊田）
　◇ 日（金）大阪産業人クラブ
「セミナー『アクセス解析セミナ
ーＩＮ大阪』講師／亀井耕二ウェ
ブ解析士協会理事」（大阪市中央
区、日刊工業新聞社大阪支社）
　◇ 日（月）山形産業人クラブ
「 年度第３回ゴルフコンペ」
（山形県天童市、天童カントリー
クラブ）
　◇ 日（水）埼玉産業人クラブ
・ＴＤＵ産学交流会「秋季親睦ゴ
ルフ大会」（埼玉県寄居町、森林
公園ゴルフ倶楽部）
　◇ 日（木）埼玉産業人クラブ
・埼玉ビジネス研究会「『アニキ
から学ぶシリーズ第 弾』講師／
志村廣幸グランデ社長」（さいた
ま市浦和区、日刊工業新聞社さい
たま総局会議室）
　◇ 日（木）九州・山口産業人
クラブ「親善ゴルフ大会」（福岡
市東区、福岡カンツリー倶楽部和
白コース）
　◇ 日（金）大分産業人クラブ
「講演＆意見交換会『グローバル
イノベーションをリードする人材
育成（仮題）』講師／瀬戸英昭熊
本大学イノベーション推進人材育

成センターマネジャーほか」（大
分市、大分センチュリーホテル）
　

　月
　

　◇１日（月）東京産学交流会「
年度理事会＆定時総会」（東京

都大田区、大森東急イン）
　◇２日（火）名古屋産業人クラ
ブ女性部会「学習会＆年末懇談
会、『私の取材経験を振り返って
～記憶に残る経営者・企業』講師
／四釜広幸日刊工業新聞社名古屋
支社長」（名古屋市東区、日刊工
業新聞社名古屋支社）
　◇３日（水）千葉産業人クラブ
「秋季ゴルフコンペ」（千葉市若
葉区、袖ケ浦カンツリー倶楽部）
　◇４日（木）埼玉産業人クラブ
・ＴＤＵ産学交流会「講演会＆忘
年会　『経営に生かす統計学』講
師／藤本衡東京電機大学准教授、
『リニアモーターカー開発秘話』
講師／上西寛一郎東京電機大学校
友会理事」（埼玉県川越市、川越
プリンスホテル）
　◇５日（金）新潟産業人クラブ
「 月の社長会『吉乃川　見学』
＆忘年会」（新潟県長岡市ほか）
　◇８日（月）九州・山口産業人
クラブ「講演＆忘年の会　『九州
経済の動向と今後の展望（仮
題）』講師／岸本吉生九州経済産
業局長 福岡市博多区、博多エク
セル東急）※会員以外の参加も可
　◇９日（火）千葉産業人クラブ
・日本機械学会関東支部千葉ブロ
ック共催「 産学官シンポジウ
ム」（千葉市中央区、三井ガーデ
ンホテル千葉）
　◇ 日（水）名古屋産業人・岐
阜産業人クラブ「アマダ土岐事業
所見学会」（岐阜県土岐市）　
　◇ 日（水）名古屋産業人クラ
ブ「第 回永井嘉吉記念賞選考委
員会」（名古屋市中村区、名鉄グ
ランドホテル）
　◇ 日（木）掛川産業人クラブ
「『 月度講演会』講師／慶応義
塾大学大学院システムデザイン・
マネジメント研究科博士課程の杉
本雅明氏」（静岡県掛川市、掛川
市指定有形文化財竹の丸）

激
動
の
年
振
り
返
る
神
奈
川
日
本
耐
熱
線
工
業

日
本
耐
熱
線
工
業
創
立

周
年
で

あ
い
さ
つ
す
る
石
塚
社
長

　神奈川産業人クラブの日本耐熱線
工業（川崎市中原区、石塚敏夫社
長、 ）は、 月９日に
ＪＲ横浜駅前の横浜ベイシェラトン
　ホテル＆タワーズで、「創立 周
年記念パーティー」を開いた。石塚
社長は「これまでに多くの方々にお
世話になった。受けた恩を一生忘れ
ず、どこかで報いたいと思ってい
る」と謝辞を述べた。記念パーティ
ーには三木治一神奈川産業人クラブ
会長（三木プーリ社長）ら 人が
出席した。
　石塚社長は「先代が 年、私が
年やってきて創業 周年を迎えた。

年半ばから第１次オイルショッ
クなどの厳しい時代を迎え、会社を
手放そうと思ったこともあったが、
社員とその家族のことを考え、また
特殊な用途に使われている耐熱線を
必要とするユーザーからも『会社を
畳まないでほしい』と懇願されて一

大決意して会社を継続した。決して
順風満帆ではなかった」と激動の
年間を振り返った。
　来賓を代表して前神奈川産業人ク
ラブ会長の天田満明氏（元アマダ社
長）が「創立 周年、おめでとうご
ざいます。その歴史の中には厳しい
状況もあったが、石塚氏の卓越した
経営と社員の努力で乗り越えられ
た。今後は知的財産を付加した高付
加価値製品を投入し、グローバルな
競争社会で活躍してほしい」とエー
ルを送った。

地
中
熱
利
用
で
存
在
感
山
形
日
本
地
下
水
開
発

福
島
営
業
所
に
設
け
た
自
噴
井

に
よ
る
熱
源
設
備

　山形産業人クラブの日本地下水開発
（山形市、桂木宜均社長、
）は、地下水を利用した消雪システ
ムが主力事業だ。 年に地下水とヒ
ートポンプを組み合わせた冷暖房シス
テムを本社社屋などに導入し、各種デ
ータを蓄積してきた。地下水の熱を活
用した地中熱利用の分野で、存在感を
発揮している。
　現在、福島営業所（福島県会津坂下
町）で、自噴する井戸を利用した地中
熱ヒートポンプ冷暖房システムの実証
試験に取り組んでいる。産業技術総合
研究所の福島再生可能エネルギー研究
開発拠点「被災地企業の技術シーズ評
価プログラム」の採択を受けた。産総
研と連携し、同システムの性能評価や
省エネルギー性を検証する。地中熱は
安定性の高い再生エネルギー。有効利
用に期待が寄せられている。
　同社によると、福島営業所が立地し
ている会津盆地は、井戸を掘ると自噴

するケースが多い地域だとしている。
自噴する井戸を利用した地中熱システ
ムは、井戸当たり採熱量が高いといっ
た効果を見込める。
　実証試験は今夏に冷房システムの性
能を検証した。桂木聖彦常務は「省エ
ネ効果を確認できた」と説明する。こ
れからは冬場の暖房システムの稼働デ
ータを収集する。試験は 年３月ま
で実施する予定だ。

栃
木
産
業
人
ク
ラ
ブ
初
代
会
長
（
藤
井
産
業
名
誉
会
長
・
創
業
者
）
藤
井
氏
を
偲
ぶ

新
入
会
員

佐
文
工
業
所
な
ど
見
学
新
潟
県
産
業
界
視
察
会
名
古
屋
・
新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

▲　

佐
文
工
業
所
で
工
業
用
ミ

シ
ン
の
カ
マ
製
造
を
見
学

懇
親
会
で
は
肩
を
組
ん
で
記

念
撮
影

コ
ア
ネ
ッ
ト
イ
ン
タ

ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
訪
問

東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
東
京
産
業
人
ク
ラ
ブ

井

上
裕
之
会
長

愛
知
産
業
会

長

は
９
月

日
、
「
第
３

回
会
員
企
業
訪
問
シ
リ
ー

ズ
」
で
、
コ
ア
ネ
ッ
ト
イ
ン

タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル

川
崎
市
麻

生
区
、
大
内
幸
史
社
長

を

訪
問
し
た
。
コ
ア
の
グ
ル
ー

プ
企
業
で
、
ク
ラ
ウ
ド
ビ
ジ

ネ
ス
に
特
化
し
、
情
報
通
信

事
業
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
、
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ

ー
シ
ョ
ン
、
シ
ス
テ
ム
運
用

・
保
守
を
展
開
し
て
い
る
。

会
員
ら

人
が
参
加
し
た
。

　
コ
ア
ネ
ッ
ト
イ
ン
タ
ナ
シ

ョ
ナ
ル
は
コ
ア
ク
ラ
ウ
ド
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
て
お
り
、

大
内
社
長
は
「
日
本
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
協
会
が
定
め
た
フ

ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
レ
ベ
ル
の
テ

ィ
ア
３
を
満
た
し
て
い
る
。

地
震
や
火
災
な
ど
災
害
に
対

し
、
高
い
レ
ベ
ル
の
安
全
性

を
確
保
し
て
い
る
」
と
説
明

し
た

写
真

。
同
セ
ン
タ

ー
は

時
間
３
６
５
日
、
２

交
代
制
で
有
人
監
視
し
て
い

る
。

　
ま
た
屋
上
に
自
家
発
電
機

を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
屋

上
と
地
下
に
Ａ
重
油
８
０
０

０

を
備
蓄
で
き
る
タ
ン
ク

を
装
備
し
て
お
り
、
１
０
０

時
間
対
応
で
き
る
。
サ
ー
バ

ー
室
は
平
均

度
Ｃ
を
保

持
。
山
口
市
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い

る
。
参
加
者
は
免
震
設
備
、

空
調
設
備
な
ど
も
見
学
し
、

平
和
テ
ク
ニ
カ
の
小
池
達
夫

社
長
は
「
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体

制
な
ど
の
緊
急
対
策
を
講

じ
、
常
に
顧
客
の
信
頼
に
応

え
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
感

心
し
て
い
た
。

産
総
研
関
西
セ
ン
タ
ー

３
大
発
明

を
見
学

大
阪
・
青
年
部
会

　
大
阪
産
業
人
ク
ラ
ブ
青
年

部
会

湯
本
秀
逸
部
会
長

湯
本
電
機
専
務

は
９
月

日
、
産
業
技
術
総
合
研
究
所

関
西
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
た

写
真

。
関
西
セ
ン
タ
ー

は
大
阪
工
業
技
術
試
験
所
と

し
て
慕
わ
れ
て
い
た
関
西
地

域
の
先
端
研
究
機
関
で
、
産

学
官
連
携
セ
ン
タ
ー
連
携
推

進
チ
ー
ム
総
括
主
幹
の
斎
藤

俊
幸
氏
か
ら
研
究
成
果
の
中

で
も
３
大
発
明
と
さ
れ
る

「
透
明
導
電
膜
」
「
炭
素
繊

維
」
「
水
素
吸
蔵
合
金
と
ニ

ッ
ケ
ル
水
素
電
池
」
な
ど
に

つ
い
て
紹
介
を
受
け
た
。

　
ま
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
研
究

室
で
は
、
参
加
者
が
大
き
な

単
結
晶
や
薄
膜
製
品
を
手
に

取
っ
て
感
動
し
た
様
子
。
こ

れ
を
見
て
斎
藤
氏
は
「
こ
れ

で
半
導
体
ウ
エ
ハ
ー
を
作
れ

ば
最
高
級
品
に
な
り
ま
す

が
、
高
価
で
現
状
で
の
普
及

は
無
理
で
す
ね
」
と
説
明
し

た
。
関
西
セ
ン
タ
ー
の
歴
史

や
研
究
成
果
に
触
れ
て
共
同

研
究
の
重
要
性
な
ど
を
肌
で

感
じ
た
一
日
だ
っ
た
。

▲グ
ル
ー
プ
会
社
の
ソ
ー
ラ
ー
フ
ァ
ー
ム
竣
工

式
に
出
席
し
た
藤
井
氏

年

月

　
九
州

山
口
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
井
上
　
光
郎
氏
　
キ
ュ

ー
キ
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
社
長

福
岡
市

中
央
区
渡

辺
通
５
の

の

、
０
９
２

・
７
６
１
・
２
４
４
１
、
Ｉ

Ｔ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
開
発
、
シ
ス
テ

ム
運
用
・
管
理

　
▽
池
上
　
正
純
氏
　
新
日

本
ス
テ
ン

レ
ス
工
業

社
長

熊

本
市
東
区

長
嶺
西
１

の
１
の

、
０
９
６
・
３
８

２
・
３
１
０
１
、
自
動
車
製

造
ラ
イ
ン
設
備
・
工
作
機
械

の
部
品
加
工
、
航
空
機
部
品

の
機
械
加
工
・
溶
接

親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

真
野
氏
が
優
勝
　

Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

埼
玉
産
学
交
流
会

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
Ｎ

Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
埼
玉
産
学
交
流
会

長
谷
川
勉
会
長

長
谷
川

鉄
工
所
社
長

は
９
月
５
、

６
の
両
日
、
静
岡
・
熱
海
温

泉
で
「
第

回
親
睦
ゴ
ル
フ

大
会
＆
１
泊
懇
親
会
」
を
開

い
た

写
真

。
初
日
は
か

ん
な
み
ス
プ
リ
ン
グ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

静
岡
県
函

南
町

で
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

催
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ

た
。
優
勝
は
グ
ロ
ス

、
ネ

ッ
ト

・
８
で
、
日
本
工
業

大
学
大
学
院
の
真
野
芳
和
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
長
が
輝
い

た
。
準
優
勝
は
グ
ロ
ス

、

ネ
ッ
ト

・
４
で
日
本
工
業

大
学
の
古
閑
伸
裕
教
授
が
、

３
位
は
グ
ロ
ス

、
ネ
ッ
ト

・
４
で
丸
一
ゴ
ム
製
作
所

の
杉
本
賢
次
社
長
が
獲
得
し

た
。
熱
海
温
泉
「
山
木
旅

館
」
で
温
泉
に
つ
か
っ
て
疲

れ
を
と
っ
た
後
、
懇
親
会
で

は
長
谷
川
会
長
が
恒
例
の
三

味
線
演
奏
を
披
露
し
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
茨
城
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
尾
崎
　
政
儀
氏
　
大
生

工
業
北
茨
城
工
場
工
場
長

茨
城
県
北
茨
城
市
中
郷
町

日
棚
６
４
４
の

、
０
２
９

３
・
４
３
・
０
０
０
４
、
産

業
用
オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ
・
オ

イ
ル
ク
ー
ラ
ー
設
計
製
造

　日
田
市
会
員

　３
社
を
視
察

大
分
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
大
分
産
業
人
ク
ラ
ブ

石

井
源
太
会
長

デ
ン
ケ
ン
社

長

は
９
月

日
、
視
察
交

流
会
「
日
田
市
会
員
企
業
視

察
」
を
開
い
た
。
ス
プ
リ
ン

グ
の
佐
竹
、
グ
リ
ー
ン
発
電

大
分
、
ま
る
は
ら
を
訪
問
し

た
。
ス
プ
リ
ン
グ
の
佐
竹
は

各
種
バ
ネ
の
製
造
を
手
が
け

て
お
り
、
佐
竹
享
社
長
か
ら

「
独
自
の
生
産
指
示
表
兼
検

査
書
に
よ
り
、
現
場
改
善
と

と
も
に
、
社
員
の
コ
ス
ト
意

識
を
高
め
て
い
る
」
な
ど
と

説
明
を
受
け
た
。
そ
の
後
、

工
場
に
移
動
し
て
台
湾
製
ス

プ
リ
ン
グ
フ
ォ
ー
マ
ー
な
ど

の
生
産
設
備
も
見
学
し
た

写
真

。
参
加
し
た
会
員

人
は
技
能
伝
承
な
ど
に
つ

い
て
質
問
。
試
作
開
発
を
依

頼
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

　
ま
た
グ
リ
ー
ン
発
電
大
分

は
天
瀬
発
電
所
で
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
を
し
て
い
る
。

燃
料
は
日
田
市
周
辺
の
山
林

に
放
置
さ
れ
た
森
林
未
利
用

材
で
、
森
山
政
美
社
長
の
林

業
再
生
に
か
け
る
思
い
を
聞

い
た
。
さ
ら
に
、
ま
る
は
ら

は
名
産
の
ア
ユ
を
原
料
に
し

た
「
鮎
魚
醤
」
を
製
造
販
売

し
て
い
る
。
し
ょ
う
ゆ
、
み

そ
、
ラ
ム
ネ
工
場
を
見
学
。

参
加
者
は
店
頭
で
受
け
取
っ

た
ラ
ム
ネ
を
手
に
し
て
渇
い

た
の
ど
を
潤
し
た
。

　
栃
木
産
業
人
ク
ラ
ブ
顧
問

で
初
代
会
長
だ
っ
た
藤
井
清

氏

歳
、
藤
井
産
業
名
誉

会
長
・
創
業
者

が
９
月

日
に
亡
く
な
っ
た
。
藤
井
氏

は
１
９
６
４
年
４
月
の
ク
ラ

ブ
発
足
か
ら

年
６
月
ま
で

の
約

年
間
、
会
長
を
務
め

た
。
県
内
の
産
学
関
係
者
か

ら
は
卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
や
行
動
力
で
知
ら
れ
た

藤
井
氏
の
在
り
し
日
の
姿
を

偲
ぶ
声
が
聞
か
れ
た
。

し
の　

大
高
商
事

宇
都
宮
市

の
高
橋
和
夫
社
長

栃
木
産

業
人
ク
ラ
ブ
会
長

は

「

経
営
は
山
あ
り
谷
あ

り
。
ど
ん
な
苦
境
で
も
元
気

に
乗
り
切
る

と
の
神
髄
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。
誰

に
対
し
て
も
分
け
隔
て
な
く

接
す
る
人
だ
っ
た
」
と
振
り

返
っ
た
。
ま
た
菊
地
歯
車

足
利
市

の
菊
地
義
治
会

長

元
栃
木
産
業
人
ク
ラ
ブ

会
長

は
「
多
く
の
要
職
を

務
め
る
よ
う
に
な
っ
て
も
偉

ぶ
ら
ず
、
い
つ
も
に
こ
や
か

に
本
音
で
話
し
て
く
れ
た
」

と
懐
か
し
ん
だ
。

　
板
通

足
利
市

の
板
橋

敏
雄
名
誉
会
長

栃
木
県
経

済
同
友
会
筆
頭
代
表
理
事

は
「
代
表
幹
事
時
代
の
藤
井

さ
ん
は
ミ
ス
タ
ー
同
友
会

と
も
い
う
べ
き
圧
倒
的
な
存

在
だ
っ
た
。
地
方
の
経
済
同

友
会
で
は
唯
一
の
公
益
社
団

法
人
に
な
る
き
っ
か
け
を
つ

く
っ
て
く
れ
た
」
と
功
績
を

た
た
え
た
。

福
田
屋
百
貨

店

宇
都
宮

市

の
簗
郁

夫
相
談
役

宇
都
宮
商
工
会

議
所
名
誉
会
頭

は

年
に

藤
井
氏
か
ら
会
頭
を
引
き
継

い
だ
。
「
当
時
、
時
代
の
変

化
を
見
越
し
て
社
の
主
力
事

業
を
入
れ
替
え
た
と
聞
い

た
。
非
凡
な
経
営
手
腕
を
持

ち
な
が
ら
、
平
凡
な
日
常
を

大
切
に
す
る
人
だ
っ
た
」
と

思
い
出
し
て
い
た
。

　
Ｔ
Ｋ
Ｃ
の
飯
塚
真
玄
会
長

は
「
多
く
の
知
人
を
紹
介
し

て
も
ら
っ
た
。
地
元
の
重
鎮

な
が
ら
、
公
明
正
大
で
下
働

き
を
も
い
と
わ
な
い
姿
が
印

象
に
残
っ
て
い
る
」
と
し

た
。
宇
都
宮
大
学
の
進
村
武

男
学
長
は
「
藤
井
氏
か
ら

県
内
の
産
業
発
展
に
は
経

営
工
学
の
講
義
が
不
可
欠

と
の
提
言
を
受
け
た
こ
と
が

忘
れ
ら
れ
な
い
。
実
現
に
は

時
間
が
か
か
っ
た
が
、
宇
都

宮
、
作
新
学
院
、
白
鴎
の
３

大
学
が
連
携
し
た
現
在
の
Ｍ

Ｏ
Ｔ

技
術
経
営

講
座
に

つ
な
が
っ
て
い
る
」
と
感
謝

し
て
い
た
。

宇
都
宮

　
名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ

内
藤
明
人
会
長

リ
ン
ナ

イ
会
長

は

月
８
、
９
の

両
日
、
新
潟
産
業
人
ク
ラ
ブ

と
共
同
で
「
新
潟
県
産
業
界

視
察
会
」
を
実
施
し
た
。
８

日
は
工
業
用
ミ
シ
ン
の
主
要

部
で
あ
る
「
カ
マ
」
を
一
貫

生
産
し
て
い
る
佐
文
工
業
所

新
潟
市
江
南
区

で
、
佐

藤
金
治
郎
常
務

新
潟
産
業

人
ク
ラ
ブ
会
長

の
説
明
を

受
け
な
が
ら
製
造
工
程
を
見

学
し
た
。
参
加
者
は
１
台
で

工
程
を
こ
な
せ
る
よ
う
に

し
た
改
良
機
な
ど
計
５
０
０

台
以
上
が
稼
働
す
る
製
造
ラ

イ
ン
に
見
入
っ
て
い
た
。

　
ま
た
Ｔ
Ｈ
Ｋ
新
潟

新
潟

県
阿
賀
野
市

本
社
工
場
で

は
直
動
シ
ス
テ
ム
の
ボ
ー
ル

ス
プ
ラ
イ
ン
の
生
産
現
場
を

見
学
。
さ
ら
に
液
状
シ
リ
コ

ー
ン
ゴ
ム
成
形
用
金
型
の
ピ

ー
ア
ー
ル
シ
ー

新
潟
市
北

区

で
は
ジ
グ
ボ
ー
ラ
や
精

密
研
削
盤
な
ど
が
多
数
設
置

さ
れ
て
い
る
現
場
を
訪
問

し
、
創
業
か
ら

年
間
足
ら

ず
で
こ
こ
ま
で
成
長
し
た
秘

密
を
探
ろ
う
と
活
発
に
質
問

し
た
。

　
同
日
夜
は
料
亭
「
大
橋
屋

本
町
茶
寮
」
で
懇
親
交
流
会

を
開
い
た
。
名
古
屋
産
業
人

の
戸
次
英
之
副
会
長

パ
イ

オ
ニ
ア
風
力
機
会
長

ら

人
、
新
潟
産
業
人
の
佐
藤
会

長
ら

人
が
参
加
し
、
新
潟

の
銘
酒
で
乾
杯
し
た
。
名
古

屋
産
業
人
の
松
本
優
造
東
海

合
金
工
業
社
長
は
「
地
元
企

業
の
代
表
者
と
交
流
で
き
て

よ
か
っ
た
。
新
潟
の
取
引
先

企
業
の
会
長
と
も
あ
い
さ
つ

で
き
た
」
と
喜
ん
で
い
た
。

肩
を
組
む
会
員
も
い
る
ほ
ど

盛
り
上
が
っ
た
。

　
９
日
は
諏
訪
田
製
作
所

新
潟
県
三
条
市

で
、
爪

切
り
の
刃
先
を
研
磨
し
て
合

わ
せ
る
職
人
の
技
を
「
オ
ー

プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
で
見

学
し
た
。
ま
た
燕
市
磨
き
屋

一
番
館

同
燕
市

で
カ
ッ

プ
磨
き
を
体
験
。
２
０
１
５

年
に
御
遷
座
１
０
０
年
を
迎

え
る
「
弥
彦
神
社
」
も
参
拝

し
、
産
業
界
の
発
展
を
祈
願

し
て
視
察
を
終
え
た
。

（ ） 　　 ２０１４年 平成２６年 １１月７日 金曜日 ☆☆　


